チュウゴク ノウソン シャカイ ノ ゴジョ カンコウ by 恩田 守雄 & オンダ モリオ
中国農村社会の互助慣行












































































































































































































































































































































































































































































（1941, 第21巻第 5 号）。しかしより詳細に農村慣行について調べたものは1940年から44



























































































後者の組織は椀会や椀社と呼ばれる（Smith, 1899；福武, ［1946］1976, 1470頁,）。
華北の村落では自分たちの作物を保護する「看青」（カァンチン）という協同事業
があり，村民の共同生活圏をそこに見ることができる（旗田, ［1949］1973, 175-232頁）。


















め村内で協力した。二，三軒で馬などの家畜を共同購入し， 3 日あるいは 5 日ごとに交
互に馬を飼って作業することもあった。これは「夥喂牲口」（ホォウェイションコウ）
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時報』（大正 8 〈1919〉年12月～ 9 年 9 月，大正11年 3 月～昭和 6 〈1931〉年 8 月，昭和 5
中国農村社会の互助慣行
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55
年 2 月～ 6 年 8 月までは『満蒙事情』）と同課（経済調査会，資料室，資料課）発行の『満
鉄調査月報』（昭和 6 年 9 月～19年 2 月）掲載の農村調査を参考にした（以下掲載タイトル
は原典の旧漢字で示しその他は主として新漢字で表記）。また一部大東亜省の委嘱を受けた
ものとは言え東京帝国大学社会学研究室が行った調査も社会学的分析に基づいている点で参
















⑹ 　屯はかつて 7 つあったが，今は 3 つになっている。屯の代表は村民委員会で選ぶ。村全体
の人口は 3 千から 4 千人くらいで，屯の人口は1,200人の200世帯以上ある。なお70代の元村
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である。
 　この1941年に出された濱岡福松編訳「支那民事慣習問題答案」（第21巻第 5 号，第 6 号，



































これは豊かになった 1 名の党員が豊かになった 3 戸の一般農家と結びつき，その豊かになっ
た 3 戸がさらに 6 戸の貧困農家と結びついて助けることでより多くの農家が豊かになるとい
う相互の支え合いを促す仕組みであった。これらは主として雲南省で見られ，吉林省ではこ
中国農村社会の互助慣行58
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